


事業概要

1. 期間
開始：2023年4月
終了（予定）：2028年3月

2. 最終目標

3.成果・進捗概要
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・水素ステーションにおける非定常事象を考慮した高圧水素機器・部材加速耐久性評価法の決定
・実水素ステーション充填回数30,000回以上の耐久性を有する高圧水素機器・部材の試作

・水素ステーションから収集した運用ログや事故データを統計的に解析し，部材ダメージとの相関把握やデー
タ駆動型の故障予兆検知技術開発，大規模言語モデル(LLM)を用いた事故データの品質評価基盤構築を推進.

・化学物質評価研究機構 (CERI) では新規に建設した高圧ガス試験棟に導入した次世代型高圧水素曝露装置を活
用し，シール部材メーカーと連携しシール部材開発を進めた．

・非定常事象への適合および大流量化に伴う課題を踏まえ，ゴム・樹脂材料の高圧水素適合性評価データの解
析，新規シール部材，エラストマー材料の開発を実施した．

・高圧水素ガス圧縮機からの回収ピストンリング調査結果，モデル複合材の各種特性評価結果を踏まえ，寿命
対策材を作製し，実機評価を行なった．その結果，摩耗量が従来の1/5〜1/10に低減した．

・水素充填ホース加速耐久性評価法としてホース自由曲率設定による高温ホース・冷却水素ガス流通による水
素インパルス試験，水素ステーションにおけるホース形状検出・ホース大変形挙動解析法開発を実施した．

・水素ステーションにおける継手締結部の微量漏洩抑制のため，水素ステーションのメンテナンス状況の調査，
継手の締結，サイクル負荷，ねじり負荷の要素試験による漏洩条件の解明を実施した．
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2 ．研究開発マネジメントについて：研究体制

実施項目①：HRS運用データ解析技術開発
テーマリーダー：西村 伸（九州大学）
九州大学 水素供給利用技術協会（HySUT）

実施項目②：高圧水素適合性高分子材料評価基盤設備開発
テーマリーダー：藤原広匡（CERI）
九州大学 化学物質評価研究機構（CERI）

実施項目③：高圧水素シール部材開発
テーマリーダー：西村 伸（九州大学）
九州大学 CERI 量子科学技術研究開発機構 NOK 高石工業 PILLAR

実施項目④：高圧水素圧縮機ピストンリング開発
テーマリーダー：澤江義則（九州大学）
九州大学 NTN PILLAR

実施項目⑤：非定常状態を考慮した高圧水素ホース評価法開発
テーマリーダー：西村 伸（九州大学）
九州大学 日本ゴム工業会（JRMA）

実施項目⑥：継手締結部の漏えい防止に関する研究開発
テーマリーダー：杉村丈一（九州大学）
九州大学 キッツ フジキン
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• 水素ステーション機器に用いられるシール部材，圧縮機ピストンリング，水素充填ホース，
継手の信頼性・耐久性向上を目的とした研究開発を推進し，交換・メンテナンス間隔の拡大
による水素ステーション運営コスト低減を実現する．

• 引き続き，水素ステーションの大流量化の課題を調査・整理する．
• 引き続き，本プロジェクトに対するユーザーの意見聴取，研究成果の普及のため，本プロ

ジェクトの進捗報告会（公開）をこれまで5回実施．引き続き実施する．
第6回進捗報告会を2026年10月頃，東京にて開催．
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４．今後の見通しについて
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